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令和８年

11
木

１３：３０～１５：２０

会場　ピフレホール
　　　（神戸市長田区若松町4丁目2-15ピフレ新長田3階）
定員　４００名
　　　　※応募者多数の場合、神戸市在住・在勤・在学の方を優先し抽選。
　　　　　受講の可否につきましては、締切後にはがきにてお知らせいたします。

お申込みについては裏面をご覧ください

関西学院大学人間福祉学部人間科学科教授
「悲嘆と死別の研究センター」センター長

講師

【開場１３：００】

大阪大学人間科学部卒業後、同大学院人間科学研究科博士課程修了、博士(人間科学)。
専門は死生学、悲嘆学。死別後の悲嘆とグリーフケアをテーマに、主に心理学的な観点
から研究・教育に携わる一方で、ホスピスや葬儀社、行政などと連携してグリーフケアの
実践活動も行ってきた。
 著書に「悲嘆学入門―死別の悲しみを学ぶ」(昭和堂、2010年)、「喪失学－「ロス後」を
どう生きるか？」(光文社新書、2019年)、「もう会えない人を思う夜に 大切な人と死別し
たあなたに伝えたいグリーフケア２８のこと」(ディスカヴァー・トゥエンティワン、
2024年)、「人は生きてきたように死んでいく－「死の準備」していますか？」(光文社新
書、2026年)などがある。 



①市民福祉大学HP内
　右のQRコード”研修案内”「11/12市民福祉セミナー」

　申込ページよりお申込み

ふりがな 該当するものにチェックを入れてください
□一般市民　□福祉施設従事者　□学生
□民生委員・児童委員
□ボランティア等活動者　その他（　　　　）お名前

住　所 〒　　　

電話番号 FAX

受講動機

備考

お申込み方法

②TEL・FAXでお申込み
　●TEL：078-271-5300　　●FAX：078-271-5365

ご一緒に参加される方のお名前をご記入ください。（２人まで同伴していただけます。）

 〒651-0086　神戸市中央区磯上通３丁目１－３２
 こうべ市民福祉交流センター内
 社会福祉法人神戸市社会福祉協議会　市民福祉大学
 ＴＥＬ：078-271-5300 ＦＡＸ：078-271-5365 
 Ｅ-mail：daigaku@with-kobe.or.jp

主催・お問い合わせ先

交通アクセス
●JR/新長田駅南側
●市営地下鉄/新長田駅南側
●山陽電鉄/西代駅南へ徒歩7分

会場のご案内

ピフレホール

申込締切：１０月２２日（木）
※お申込み時にお知らせいただいた個人情報は、本セミナーにかかる事務の目的のみで使用させていただきます

（神戸市長田区若松町4丁目2-15ピフレ新長田3階）

※枠内をご記入の上返信してください
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